
☆平成２２年度組合青年部代表者会議並びに通常総会☆ 

 

日時：平成 22年 5 月 12 日（水）16：00～20：30 

場所：「ホテルニューイタヤ」（宇都宮市大通り 2-4-6） 

 出席者 ：24 名 

まず、平成21年度に業種別研修会を実施した組合青年部より研修報告が行われました。

その後、「販路を開け！～中小企業のための販売戦略～」というテーマで、サトーカメラ

(株)代表取締役専務 佐藤勝人 氏による講演が行われました。「得意商品」を見つけその

「得意商品」を伸ばすことで効率の良い集客方法を見つけだすことや、独自色・地域色

を活かし業界の常識を打破するためのチャレンジを続けていくことが大切であると講師

から語られました。 

続いて、第 36 回通常総会が行われ、全議案とも原案通り可決決定されました。 

総会終了後、懇親会が開催され、会員相互の親睦が深められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【挨拶する粟田会長】               【サトーカメラ㈱ 佐藤勝人氏】 

 

【通常総会】                   【懇親会】 

  

 



☆全国中小企業青年中央会 通常総会並びに全国代表者会議等☆ 

 

日時：平成 22年 6 月 18 日（金） 13：00～20：00 

場所：「ホテルグリーンタワー千葉」千葉市中央区問屋町 1-45 

出席者 ：全国から 262 名 

全国中小企業青年中央会平成 22 年度通常総会並びに全国代表者会議等が開催され、本

会より 8名（会員 6名、事務局担当 2名）が出席しました。 

通常総会は、各議案とも原案通りに可決決定されました。また、役員改選が行われ、

新会長に堀井聖介氏（京都府青年中央会）が選任されたほか、副会長 3 名が選任されま

した。 

続いて、全国代表者会議が出席者全員の参加により行われ、青年中央会の活用方法、

全国中小企業青年中央会への期待や事業の在り方、全国の会員同士の連携方法及び青年

経営者としての悩みや情報の共有などについて、活発な議論が行われました。 

会議終了後、懇親会が行われ会員相互の親睦が深められました。 

 

       

 

【通常総会・代表者会議】 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆２２年度関東甲信越静ブロック第１回代表者会議等☆ 

 

日時：平成 22年 7 月 3日（土）15：30 ～4 日（日）9：00 

場所：「新かどや」（静岡県熱海市小嵐町 14-8） 

出席者 ：55 名 

平成２２年度関東甲信越静ブロック第 1 回代表者会議が行われました。本会からは

粟田会長及び事務局が出席し、各議案とも原案通り可決決定されました。 

続いて、各都県青年中央会の代表者及び事務局担当者が出席して、当ブロック会議

の今後の予定、当面の課題等についての検討がなされました。その中で、全青中役員

への選考方法（規約の変更を含む）及びサーバーの保守管理費について改正案が出さ

れ引き続き検討していくことになりました。 

その後、交流懇親会が開かれ親睦が深められました。 

 

☆栃木県青年経営者団体協議会 通常総会・青年経営者セミナー☆ 

日時：平成 22年 7 月 26 日（月） 15：00 ～ 18：00 

場所：とちぎ産業交流センター 大研修室（宇都宮市刈沼町 369-1） 

  出席者：約 80名 

栃木県青年経営者団体協議会の通常総会・青年経営者セミナーが開かれました。本

会より１０名及び事務局が出席し、各議案とも原案どおり可決承認されました。役員

改選が行われ日本青年会議所栃木ﾌﾞﾛｯｸ協議会 樋口貴則 氏が新会長に選出されまし

た。 

続いて、青年経営者セミナーとして㈱ﾘﾝｸｽﾎﾟｰﾂｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ 代表取締役 山谷拓志   

氏による『ﾌﾞﾚｯｸｽ流「勝てる組織」のつくり方～ﾍﾞﾝﾁｬｰが大手に勝つためのｴｯｾﾝｽ～』 

と題して講演が行われました。その中で、「成果」とは確率であり、確率を高める「行

動」、行動をｺﾝﾄﾛｰﾙする「ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ」の高低が行動の質や量を変えるとの講演がなされ

ました。「自ら機会を創り出し、機会によって自らを変えよ」との講師のメッセージが

伝えられました。 

     【通常総会】           【㈱ﾘﾝｸｽﾎﾟｰﾂｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ 山谷拓志 氏】 

 



☆リーダー研修会(茨城･千葉･栃木 3県青年中央会交流会)☆ 

日時：平成 22年 9 月 4日（土）13:00～5 日（日）10：00 

場所： 「ホテル清晃苑」（日光市山内 2350）、日光東照宮・大猷院、 

「鬼怒川温泉あさやホテル」（日光市鬼怒川温泉滝 813） 

 出席者：36 名 

○講演会（9/4 14:00～15:00） 

日光殿堂案内協同組合 理事長 春日武之 様より「先人達の遺訓…その一考察」テー

マに日光及び本県に縁のある先人達の教えを引用しながら、人としてまた青年経営者

としての生き方や今なすべきことなどについて時折ユーモアを交えて講演いただきま

した。 

○「日光東照宮～大猷院」見 学（9/4 15:00～17:00） 

引き続き、春日理事長に日光東照宮と大猷院を案内いただきながら見学を行いまし

た。特に大猷院は「家光公 360 年御遠忌」として「御尊像」が特別公開されており参

加者一同熱心に説明を聞きながらの見学となりました。 

○交流会（9/5 18:30～20:30） 

「鬼怒川温泉あさやホテル」にて、交流懇親会を行い盛会裏に終了しました。 

   

【講習会】            【日光殿堂案内(協) 春日理事長】     

 

【境内見学】                  【境内見学】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 



☆平成 22 年度組合青年部全国講習会☆ 

 

日時：平成 22年 11 月 12 日（金）13：00～13 日（土） 

場所：「広島国際会議場」広島市中区中島町 1-5 

「ﾘｰｶﾞﾙﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ広島」広島市中区基町 6-78 

 出席者：309 名 

 組合青年部全国講習会が開催され、本会から粟田会長および事務局が参加しました。 

田中食品㈱ 代表取締役 田中茂樹 氏により「軍都ヒロシマの中小企業復興について～

軍需から民需への転換～」というテーマで講演いただきました。 

 講師からは、①会社存続のポイントは、良いときに次の手を打つ、悪くなったらす

ぐ手を打つこと、②経営者がリーダーシップを発揮することは、会社の生死を左右す

る重要なこと、③今後も信念と誠意と努力をもって、常に新たな食品の創造に挑戦し

続けると共に、社会の要請には敏感に対応していくことが求められるとのお話があり

ました。 

続いて青年部の発表が行われました。テーマは以下の通り。 

１.「組合大連合について」 広島県中小企業団体青年中央会 

２．「全青中の今後の事業計画について」 全国中小企業青年中央会 

続いて、「広島平和記念資料館」「国立広島原爆死没者追悼平和祈念館」「原爆ドーム」

を視察しました。 

その後「ﾘｰｶﾞﾙﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ広島」にて懇親会を開催し、出席者相互の親睦を深めました。 

【全青中 堀井会長】              【懇親会】 

 

    【原爆ドーム】               【会場風景】 

 

 

 

 

 

 

 



☆栃木県青年経営者団体協議会 新春賀詞交歓会☆ 

 

日時：平成 23年 1 月 13 日（木） 17：00 ～19：00 

場所：「ホテルニューイタヤ 桜の間」（宇都宮市大通り 2-4-6） 

 出席者：98 名 

今年度は諸般の事情により、例年開催している「知事との懇談会」は中止となり賀

詞交歓会のみの開催となりました。 

青年経営者４団体会員と来賓・関係機関等を交えて終始和やかに歓談が交わされ、

参加者相互の懇親が深められました。 

 

 

☆関東甲信越静ブロック第２回代表者会議・研修会・青年部会員交

流会☆ 

 

日時：平成 23年 2 月 26 日（土）15：00～20：00 

 場所：「ホテルセンチュリー静岡」（静岡県静岡市駿河区南町 18-1） 

 出席者：85 名 

Ⅰ．代表者会議 15：00～15：50 

第１号議案 会則一部修正の件 

第２号議案 今後の関ブロ事業について 

第３号議案 その他 

各議案とも原案通り可決決定されました。 

Ⅱ．青年部研修会 16：00～17：50 

(1) 「大道芸ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ 20 年のあゆみ」 

大道芸ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ in 静岡ﾌﾟﾛﾁﾞｭｰｻｰ 甲賀雅章 氏 

1992 年にｽﾀｰﾄした大道芸ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟですが、当初は認知度も低く開催する際に大変

苦労をされたということです。市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱによって、企画から運営まで全てを行う

組織づくりが、このﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの成功要因となったということです。その後、ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

の開催にあたり三つの活性化を目指してきました。一つは、県内外から多くの人々を

静岡に集め、集客することで経済波及効果を上げ経済の活性化を図るということです。

二つ目は、市民意識の活性化を図るということです。三つ目は、文化（感受性・ｱｰﾄ

に対する理解）の活性化を図るということです。大道芸ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟは、一つの通過点

であり、市民が新しいｱｰﾄｲﾍﾞﾝﾄを仕掛けたり、表現者になっていくことで、ﾃﾞｻﾞｲﾝ管

理された街をつくっていきたいとの講演がなされました。 



(2) 「B-1 ご当地ｸﾞﾙﾒによる地域おこし」 

富士宮やきそば学会 会長 渡辺英彦 氏 

「富士宮やきそば」がﾌﾞﾚｲｸしたのは、普通の市民が「やきそばＧ麺」と称して、店

をﾘｻｰﾁしたり、「天下分け麺の戦い」と銘打ったｲﾍﾞﾝﾄを開催したりして、積極的に

取り組んできたことが大きいということです。常に、ﾒﾃﾞｨｱにどう受けるか、どうし

たらﾒﾃﾞｨｱに取り上げてもらえるのかを考え、「ﾐｯｼｮﾝ麺ﾎﾟｯｼﾌﾞﾙ」「三国同麺」などの

ﾕｰﾓｱを交えた取り組みを続ける講師の話題に参加者は刺激を受けていました。特に、

継続的な話題づくりと情報発信が大切であり、地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞづくりにはｾｰﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

が重要であることが語られました。今後の展望として人材育成を掲げ、富士宮に若

い優秀な学生を呼び込み、将来、街の財産となる人材を育てていきたいとの想いが

語られました。 

Ⅲ．青年部交流会 18：00～20：00 

最後に交流会が開催され、研修会講師も参加いただいて成功裏に終了しました。 

 

                                  以上 

 


